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4.研 究の概要

チオサ リチ ル酸 やチ オ リンゴ酸を配位子とする銀(り 錯体 はバ クテ リア 、酵 母や

かび類 のい くつかに対 して特異的な抗菌活性 を示す。配位子 自身には抗菌作用

がな く、また銀(リ イオ ンには二種類 の バ クテ リアに しか抗菌作用 を示さないの

で、有機配位子による銀(り錯 体形成 に よ り新 しい抗菌活性 が発現 したといえる。

この事実を背景 として、本研究では銀(り 一窒素結合 や銀(り 一酸素結 合 をもつ水 溶

性銀(1)錯 体 で 、幅 広 いスペ ク トルの抗菌活性もつ銀(1)錯 体 を、分 子設 計に よ り

合成す る ことを目的と した。 これまで錯体 を利用 した抗菌剤の開発の例は非常

に少な く、また抗菌作用 をきちんと証明 した抗菌剤 も少ないので、本研究は新

規性が高 く波及効果も大 きい。またバクテ リア、酵母だけでな くかび類にも効

果が期待で き、水溶性であるので繊維、紙 、木材製品への幅広 い利用が考えら

れる。13種 類 のア ミノ酸 配位子 、11種 類の含 カ ルボ キ シル基複 素環配位子 を

検討 した結果 、ア ミノ酸配位子の中ではヒスチジンおよびアスパラギン酸、ま

た含カルボキシル基複素環配位子の中では ピロリ ドンカルボ ン酸およびオキ ソ

テ トラ ヒ ドロフランカルボン酸 が本研 究で 目的 とする広いスペク トルの抗菌抗

力ビ活性を示す水溶性銀(り 錯 体 を形成 す ることがわ か った。
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